


















































































































































































































の翌年より、震度の定義の見直しが行われ、計測震度 5.5～ 6.0未満を震度 6弱、6.0～ 6.5
未満を震度 6強、6.5以上を震度 7という。ちなみに阪神・淡路大震災では計測震度は 6.4、
つまり現在の震度 6強に相当するが、当時は震度 7については現地調査により決定するもの
となっており、結果震度 7に達している地域が存在していることが判明、同地震は最大震度 7
となった。
